


一
六
、
一
一
一
O
六
、
一
一
一
七
O
円
三
羽
、
二
九
八
、
0
0
0
円
)

(
一
八
、
七
閥
圏
、
0
0
0
円
γ

一
O
六
%

八
七
%
一
こ
れ
は
町
営
住
宅
の
使
用
料
や
大
洗

こ
れ
は
保
育
所
に
は
い
っ
て
い
る
子
一
浴
場
頭
用
地
使
用
料
の
ほ
か
一
戸
籍
、
印

日

ど

も

の

保

護

者

が

町

に

支

払

ゆ

っ

お

金

や

、

一

鑑

証

明

、

各

種

予

防

接

種

、

ご

み

収

集

知

町

が

行

な

う

工

事

で

ζ
れ
に
よ
っ
て
一
一
な
ど
の
手
数
料
な
ど
が
主
な
る
も
の
で

月
昭
和
幸
度
各
種
会
計
決
算
は
去
る
一
一
一
一
一
一
、
八
七
二
円
で
昨
年
度
よ
り
一
一
一
一
故
防
止
施
設
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な

b
部
の
人
選
益
す
る
場
合
そ
の
人
達
一
す
。

日
9月
下
旬
開
催
の
町
議
ム
嘉

5
固
定
例
一
八
、
O
一
二
八
、
七
一
一
一
円
の
繍
と
な
り
-
一
ま
せ
ん
が
そ
の
た
め
の
経
費
と
し
て
三
か
ら
ヱ
事
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
一
国
際
支
出
金

年
一
会
に
上
聾
C
れ
、
議
会
の
認
定
を
う
け
一
人
口
一
人
当
b
の
額
は
一
一
一
七
、
九
O
二
付
さ
れ
る
も
の
で
前
年
度
よ
h
u
五
四
七
よ
だ
く
も
の
で
す
o

七
園
、
七
四
O
、
ニ
O
九
月

印
刷
一
ま
し
た
が
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
一
円
で
前
年
度
に
比
較
し
て
五
、
八
一
六
一
0
0
0
円
が
増
額
さ
れ
交
付
さ
れ
ま
し
一
(
七
五
、
一
品
七
一
、
0
0
0
円
)

和
一

D
で

す

。

一

般

会

計

の

歳

入

決

算

額

は

一

円

の

増

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

歳

入

一

た

。

一

九

九

%

昭

一

八

四

八

、

三

七

八

七

三

円

、

歳

出

一

決

算

額

に

つ

い

て

自

主

財

源

、

依

存

財

一

分

担

金

及

び

負

担

金

一

教

育

や

児

童

福

祉

事

業

室

長

す

一

決

算

額

は

八

一

一

一

七

、

八

一

一

一

一

一

、

八

七

二

一

源

の

構

成

比

率

を

み

る

と

自

主

財

源

は

る

留

の

負

担

金

や

庁

舎

防

音

工

事

、

町

円
で
差
引
実
質
収
支
額
は
一

o、
五

四

一

五

O

、

六

%

で

前

年

度

四

六

、

五

%

に

営

住

宅

建

設

工

事

、

交

通

安

全

施

設

整

五

、

八

一

二

九

円

と

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

一

対

し

て

四

、

一

%

の

増

率

を

示

し

て

い

備

事

業

な

ど

に

対

す

る

国

の

補

助

金

、

れ

を

前

年

度

と

民

較

す

る

と

、

歳

入

が

て

ま

す

。

依

存

財

源

に

つ

い

て

は

本

年

度

あ

る

い

は

忠

良

年

金

事

務

な

ど

の

委

託

収

入

済

額

八

四

八

、

一

一

一

七

八

、

七

一

二

の

四

九

、

四

%

に

対

し

て

前

年

度

は

五

金

が

主

な

る

も

の

と

な

っ

て

い

ま

す

。

円
で
院
年
度
よ
D
一
一
八
、
一
一
一
六
、
一
三
、
五
%
で
七
%
の
低
下
と
な
っ
て
い

七
六
七
円
の
婚
と
な
り
、
人
口
一
人
当
一
ま
す
。
こ
れ
は
傾
向
と
し
て
み
る
な
ら

D
の
額
は
一
一
一
八
、
一
二
七
八
円
で
前
年
度
一
ば
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
で

よ
り
五
、
二
一
六
八
円
の
増
と
な
っ
て
い
一
し
よ
う
o

ま
す
Q

歳
出
は
歳
出
済
額
八
一
一
一
七
、
ぺ

こ
れ
は
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
く
各

種
施
設
整
備
の
た
め
に
倍
D
受
け
た
資

金
の
償
還
金
で
す
。

(2) L、勺あお
歳

入

(
)
は
予
算
額

町
税
二
五
回
、
ニ
一
一
一
七
、
三
一
一
一
九
円

(
一
一
四
一
八
、
八
一
八
、
0
0
0
円
)

一O
二
%

自
主
財
源
の
町
税
と
は
皆
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
く
各
種
の
税
金
で
歳
入
総

額
の
幼
%
や
占
め
る
大
き
な
も
の
で
す

そ
の
主
な
も
の
は
町
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
消
費
税
、

電
気
ガ
ス
税
な
ど
で
す
。

自
動
車
取
得
税
交
付
金

回
、
四
八
八
、
0
0
0
円

(
問
、
一
Z
0
0
、
0
0
0
円
)

一O
四
%

'
こ
れ
は
皆
さ
ん
が
自
動
車
登
購
入
さ

に
で
一
れ
た
と
き
に
納
め
ら
れ
る
税
金
で
町
の

日
一
面
積
や
道
路
の
延
長
か
ら
按
分
さ
れ
て

舘
畑
一
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

事
業
鈎
%
を
超
す
ー

和
時
年
度

敷
会
計
決
算
状
況

使
用
料
及
び
手
数
料

一
五
、
一
五
回
、
四
六
二
円

歳

出

人
権
賢
二
六
七
、
路
大
七
、
0
0
0
円

ご
の
経
費
は
町
有
財
産
の
修
理
及
び

簡
単
に
補
修
で
き
る
道
路
友
ぴ
測
議
等

に
あ
て
る
経
費
で
す
。

補
助
費
等

四
九
、
七
五
七
、
0
0
0
円

こ
れ
は
職
員
の
給
与
の
他
、
議
会
議
一

員
及
び
各
種
の
委
員
等
の
報
酬
が
主
な
一
こ
の
経
費
は
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る

る

も

の

で

す

。

一

負

担

金

及

び

交

付

金

の

他

団

体

等

に

対

一
し
て
補
助
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
他
市

扶

助

賢

一

町

で

高

校

建

設

賛

同

行

な

わ

れ

本

町

か

一
九
、
=
三
九
、
0
0
0
円
一
ら
の
通
学
者
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
生

一
徒
数
な
ど
じ
ょ
h
u寄
附
金
を
納
め
ま
す

こ
れ
は
保
育
所
の
児
童
措
置
及
び
学
一
が
こ
れ
ら
が
主
な
も
の
で
す
。

校
児
童
要
保
護
、
準
要
保
護
等
の
経
費

が
主
な
る
も
の
で
す
。

公
儀
費三
二
、
四
八
七
、
0
0
0
円

県
支
出
金一九
、
四
六
八
、
O
一
八
円

ニ
O
、
一
九
圏
、
0
0
0
円

舎

一

九

六

%

開
一
福
祉
事
業
に
対
す
る
県
の
負
担
金
や
一

一
向
一
農
林
、
水
産
業
等
の
振
興
に
対
す
る
矯
一
地
払
下
売
却
な
ど
で
す
。

蜘
一
助
金
が
主
な
る
も
の
で
す
。

大一

一
影
響
で
日
本
経
済
は
務
ち
込
み
、
国
で

一
は
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
景
気
浮
揚
対

一
策
と
し
て
公
債
を
発
行
し
一
般
公
共
事

財

窪

収

入

一

業

の

促

進

を

図

h
u
ま
し
た
0

年
度
後
半

八

O

、

九

九

一

一

一

、

一

一

一

一

八

円

一

に

は

こ

の

公

債

を

財

源

と

す

る

公

共

事

八

一

、

O

ニ

一

、

。

。

。

円

一

業

の

追

加

工

事

が

行

な

わ

れ

、

本

町

で

一

O

O

%

一

も

港

湾

建

設

事

業

や

都

市

計

画

街

路

建

こ
れ
は
財
産
運
用
収
入
、
財
産
売
払
一
こ
れ
は
町
の
諸
事
業
を
行
な
う
た
め
一
設
事
業
等
の
追
加
が
あ
h
u、
こ
れ
ら
は

収
入
等
で
そ
の
主
な
る
も
の
は
ゴ
ル
フ
一
に
大
蔵
省
な
ど
の
諸
機
関
か
ら
借
り
受
一
総
て
起
債
で
充
当
さ
れ
た
た
め
本
年
度

場
敷
貸
付
料
や
各
種
裏
金
利
子
、
ま
た
一
け
る
資
金
で
す
。
一
の
起
債
の
額
は
前
年
度
に
民
較
し
て
大

土
地
売
払
収
入
で
は
前
原
地
内
国
道
パ
一
み
な
さ
ん
も
御
承
知
の
と
お
D
、
昭
一
き
な
伸
び
を
み
ま
し
た
o

イ
パ
ス
線
用
地
売
却
費
、
勘
十
期
埋
立
一
和
必
年
度
中
頃
よ
り
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
一

物
件
費一
一
一
、
ニ
二
五
、
0
0
0
円

昭
和
四
十
六
年
度

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

町

僚八
六
、
四
0
0
、
0
0
0
円

(
八
六
、
四
O
O
、
0
0
0
円
)

一
0
0
%

こ
の
経
費
は
行
政
を
行
な
う
上
に
必

要
な
庁
用
の
一
般
経
費
の
他
教
材
資
材

等
が
主
な
る
も
の
で
す
。

維
持
編
修
費
四
、
O
五
六
、
0
0
0
円

積
立
金九
、
ニ
=
=
一
一
、
0
0
0
円

こ
れ
は
現
在
無
線
放
送
施
設
が
あ
D

ま
す
が
ζ
れ
を
更
新
す
る
場
合
に
大
き

な
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
そ
の

積
立
と
町
民
運
動
公
園
を
建
設
す
る
た

め
の
一
準
備
資
金
の
積
立
、
そ
れ
に
財
政

調
整
基
金
な
ど
が
主
な
る
も
の
で
す
。

投
資
友
ぴ
出
資
金

図
、
四
一
一
、
0
0
0
円

こ
の
経
費
は
水
道
事
業
に
対
す
る
も

の
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
o

本
町
の
水
道
事
業
は
そ
の
配
水
量
に

お
い
て
、
夏
季
ピ
ー
ク
時
と
そ
れ
争
除
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普
通
建
設
事
業

一
三
一
一
八
、
八
六
八
、
0
0
0
円

こ
の
経
費
は
各
種
施
設
の
整
備
充
実

の
た
め
の
も
の
で
そ
の
主
な
も
の
は
庁

舎
建
設
、
町
営
住
宅
建
設
、
町
立
祝
町

幼
稚
園
建
設
、
道
路
及
び
排
水
溝
の
整

備
、
無
線
放
送
施
設
建
設
、
製
氷
貯
氷

摩
建
設
、
東
党
台
園
地
整
備
、
海
水
浴

場
関
係
な
ど
の
諸
事
業
で
全
歳
出
の
四

。
、
五
%
争
占
め
る
も
の
で
す
。

く
平
常
時
の
差
が
非
常
に
大
き
い
と
い

う
特
殊
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
夏
季
ピ
l
ク
時
に
み
あ
っ
た
設
備
投

資
を
行
な
い
給
水
能
力
の
確
厚
~
あ
た

ら
な
け
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
が
そ
れ
ら
の

投
資
に
対
す
る
出
資
が
こ
れ
で
す
。

教
育
長
に

後
藤
文
氏
再
任

教
育
委
員
長
に
は

深
作
清
氏

地
方
交
付
税

一
一
ニ
一
、
九
八
O
、
0
0
0
同

会
=
二
、
九
七
五
、
0
0
0
円
)

一
O
O
%

こ
れ
は
各
市
町
村
の
財
政
の
つ
り
あ

い
を
は
か

D
、
行
政
が
円
滑
に
行
な
え

る
よ
う
に
国
か
ら
関
税
の
一
部
が
町
に

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
o
町
税
と
は
特

に
関
連
が
あ
D
、
歳
入
総
額
の
二
六
、

二
%
を
一
占
め
る
大
き
な
財
源
で
す
が
需

要
額
に
対
す
る
収
入
額
の
伸
び
に
よ
り

交
付
額
の
伸
び
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す。
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

一
、
一
一
一
五
八
、
0
0
0
円

二
、
=
一
五
入
、
0
0
0
円
)

一
0
0
%

こ
れ
は
交
通
事
故
を
末
然
に
防
ぐ
た

め
に
街
路
灯
や
カ
l
ブ
ミ
ラ
l
等
の
事

歳入歳出性質別占拠率の状況

枇!j 

(30，0%) 

254，237 

@
歳
入
九
四
八
、
一
一
一
七
八
、
七
一
一
円
一
娯
楽
施
設
利
用
税
交
付
金

(
予
算
額
に
対
す
る
割
合
)
一
八
、
八
九
二
、
八
六
六
円

九
九
、
二
%
一
(
一

o、
0
0
0
、
0
0
0
円
)

@
歳
出
八
三
七
、
八
一
一
一
二
、
八
七
ニ
円
一
八
九
%

(
予
算
額
に
対
す
る
割
合
一
)
一
こ
れ
は
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
す
る
人
か

九
七
、
九
%
一
ら
徴
収
さ
れ
る
税
の
、
町
に
対
す
る
交

ベ
コ
一
。
差
引
実
質
収
支
額
一
O
、
五
四
五
一
付
金
で
す
が
そ
の
交
付
率
は
従
来
%
で

・
4

一

八

三

九

円

一

し

た

が

本

年

7
月
か
ら
%
に
改
め
ら
れ
、

対
前
年
度
で
一
二
、
七
九
一
寸
0
0
0
円

の
憎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

f也

昭和46年度

財，>7i収入

(9，5%) 

歳

80，9 9 3 
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地
、
あ
み
も
の
教
師
)
が
車
椅
子
で
出
一
冒
さ
れ
両
下
肢
機
能
障
害
と
い
う
重
主
余
人
の
生
徒
を
も
ち
立
派
に
社
会
の
一
一
大
洗
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
チ
ー
ム
が

8
対
5

席
さ
れ
県
知
事
よ
D
表
彰
を
受
け
ま
し
一
に
も
め
げ
ず
施
設
へ
入
所
し
、
円
立
吏
一
回
目
と
し
て
活
開
眼
さ
れ
て
お
る
方
で
す
o

一
で
見
事
初
優
勝
点
ど
飾
り
町
長
杯
を
獲
得

た

。

一

生

の

た

め

一

涙

ぐ

ま

し

い

訓

練

と

努

力

を

一

町

に

は

身

体

障

害

の

方

は

三

五

O
人
一
し
ま
し
た
o
な
お
個
人
賞
、
士
対
戦
成
績

一
さ
れ
、
昭
和
同
十
一
一
年
か
ら
、
あ
み
も
一
お
り
こ
の
方
々
の
強
い
は
げ
み
に
な
る
一
は
次
の
と
お
り
で
す
o

の
教
師
と
し
て
自
活
し
現
在
で
は
二
十
一
こ
井
戸
一
思
い
ま
す
o

最
高
殊
勲
選
手
賞

松
井
昭
太
郎
選
手
(
大
洗
フ
ェ
ニ

ツ
ク
ス
)

打
撃
賞
木
村
和
予
選
手
(
大
洗
フ
エ
ニ
ツ

ケ
ス
)

県
知
事
よ
り

第 61号

斉
藤
マ
サ
さ
ん
表
彰

重

症

の

轄

曲

一

一

闘

を

菟

職

、

立

派

に

一

盟

生

表

彰

文

あ
な
た
は
身
体
の
不
自
由
に
も
か
か

一
わ
ら
ず
よ
く
そ
れ
を
克
服
し
更
ぞ
の
実

一
を
あ
げ
ら
れ
広
く
他
に
範
を
一
ポ
さ
れ
ま

九
月
二
十
七
日
第
二
十
一
一
回
茨
城
県
一
し
た
の
で
茨
域
県
社
会
福
祉
大
会
に
あ

社
会
福
祉
大
会
が
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
一
た
り
記
念
品
を
贈
D
表
彰
し
ま
す
o

に
於
て
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、
身
体
障
茨
城
県
知
事
岩
上
一
一
郎

害
自
立
更
生
者
と
し
て
、
斉
藤
マ
サ
さ

ん
(
一
二
十
五
歳
、
磯
浜
町
一

O
八
一
一
番

敢
闘
賞
鬼
沢
勲
選
手
(
イ
l
グ
ル
ス

響びの大洗フェニックスチーム

月
1
日
か
ら
4
日
間
の
休
日
を
利
用
し

て
、
一
中
、
南
中
、
原
研
、
動
燃
の
各

グ
ラ
ン
ド
で
開
傍
さ
れ
ま
し
た
o
参
加

チ
l
ム
は
町
内
各
職
場
の
mm
チ
l
ム
で

一
試
合
毎
に
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
-

最
終
日
の
日
日
は
「
体
育
の
日
」
に
ふ

さ
わ
し
く
晴
天
に
恵
ま
れ
、
深
い
秋
の

青
空
の
下
で
準
決
勝
、
決
勝
の
3
試
合

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
o
決
勝
戦
は
大
洗

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
チ
ー
ム
と
イ
l
グ
ル
ス

チ
ー
ム
の
間
で
争
そ
わ
れ
、
両
チ
l
ム

と
も
一
歩
も
譲
ら
ず
、
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
が
展
開
さ
れ
、
終
盤
打
撃
に
勝
っ
た

「大洗フェニックス」

チ

町長杯を獲得

ム

大洗町長杯争奪野球大会

組合せ表

斉
藤
さ
ん
は
幼
少
の
時
小
児
麻
庫
に

師
長
を
圏
ん
で

青
年
た
ち
は
語
る

んさ藤斉たナ劃
一
自
分
遠
の
草
地
域
社
会
を
ま
明
五
業
の
振
興
、
公
害
、
若
人
の
た
め
の

涯
一
る
く
、
よ
D
住
み
良
く
す
る
た
め
に
活
一
諸
施
策
、
原
子
力
施
設
等
、
現
在
の
町

制
一
動
ず
る
に
は
先
づ
町
の
現
況
や
将
来
の
一
に
と
っ
て
も
最
も
重
要
な
諸
問
題
に
つ

一
展
望
等
、
町
の
行
政
施
策
を
良
く
理
解
一
い
て
、
秋
の
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
、
熱

一
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
一
心
な
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
o

一
洗
町
青
年
団
で
は
去
る
9
月
却
日
夜
、
一
修
了
後
、
青
年
団
幹
部
は
こ
れ
か
ら

一
町
政
怒
談
会
を
開
僕
し
ま
し
た
o
会
場
一
も
町
政
に
関
す
る
恕
談
会
や
、
団
独
自

一
の
曲
松
公
民
館
に
は
昼
間
の
勤
労
の
疲
一
の
話
し
合
い
を
行
な
い
更
に
で
き
れ
ば

一
れ
も
み
せ
ず
に
二
十
数
名
の
男
女
団
員
一

J
日
青
年
議
会
。
等
を
催
し
、
勉
強

一
が
集
ま
り
、
町
長
を
閤
ん
で
大
洗
港
の
一
巻
続
け
て
行
き
た
い
ん
一
熱
っ
ぽ
く
話
し

一
将
来
、
都
市
計
画
、
国
鉄
鹿
島
線
、
諸
一
て
い
ま
し
た
。

第
M
H
回
大
洗
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

は
町
体
育
協
会
長
杯
も
兼
ね
、
去
る
叩

明

神

町

四

、

五

、

六

一

川

崎

久

恵

電

二

五

O
一一一

小

沼

吉

夫

竜

二

一

二

O
四
一
永
町
十
六
の
一
、
十
六
の
二
、
十

明
神
町
七
、
八
の
一
、
八
の
一
一
、
一
六
の
一
一
一

九

、

十

、

一

関

市

郎

電

一

三

O
二ニ

間

安

政

次

電

五

二

二

一

髭

釜

町

二

、

二

1

四

明
神
町
十
一
の
一
、
十
一
色
一
、
一
板
場
静
子
竜
三
主
ハ
一

新

町

六

一

髭

釜

町

一

、

五

の

一

部

、

六

、

七

柴

田

保

子

電

五

O
二
一
七
一
吉
本
清
輝
電
三
六
七
=
一

一
丁
目
一

1
五
、
汐
見
ケ
丘
住
宅
一
髭
釜
町
八
、
九
、
十
の
一

吉

成

イ

チ

竜

二

一

二

一

O
一

伊

沢

弘

電

二

五

O
八

二

丁

目

全

区

一

髭

釜

町

十

一

の

一

、

十

一

の

一

一

、

小

松

崎

さ

た

電

二

七

六

六

一

五

の

一

部

仲

町

全

区

一

o
大
貫
地
区

志

鳥

融

氾

竜

二

二

七

四

一

井

川

英

之

電

三

九

四

七

金

沢

町

全

区

一

寺

釜

国

道

境

に

し

て

海

岸

側

坂

本

信

電

二

三

四

九

一

小

沼

ふ

ち

電

五

二

一

豆

通
町
全
区
、
新
町
一
の
一
、
七
一
寺
釜
国
道
境
に
し
て
西
側

茂

木

久

枝

電

三

九

一

八

一

岩

瀬

寅

次

郎

電

三

三

O
七

新
町
一
の
一
一
、
二
の
一
、
二
の
二
一
歳
前
全
区
、
舟
渡
全
区

五

、

五

の

一

一

荻

沼

政

太

郎

電

二

五

一

四

大

森

茂

a
男
竜
二
四
六
一
一
上
宿
全
区
、
仲
宿
全
区

新
町
三
の
一
、
三
の
一
一
、
四
、
八
一
菅
谷
勇
電
五
四
四
八

小
野
崎
総
一
霞
四
五
四
七
一
南
潜
水
会
一
一
弘
、
北
清
水
全
区

祝

町

一

、

松

ケ

丘

二

三

一

小

野

瀬

金

太

郎

電

二

八

二

ハ

梶

尼

饗

電

二

九

六

三

一

角

一

全

区

、

前

原

住

宅

、

原

研

住

祝
町
一
一
、
一
一
一
、
四
、
五
一
宅

久

保

田

敏

夫

電

二

六

二

二

一

0
夏
海
地
区

永
町
一
、
二
、
七
、
八
一
一

大

谷

清

蔵

電

四

四

七

一

一

前

島

友

三

電

一

一

一

七

五

O
一
成
田
、
共
励
、
第
一
一
、
大
谷
川

永
町
一
二
、
四
、
五
、
六
一
一

回

口

左

武

郎

電

五

五

九

四

永

井

な

が

篭

二

O
六
一
一
一
一
皇
、
下
資
矢
場

永

町

九

、

十

、

十

一

一

一

大

賞

喜

一

郎

電

三

八

O
七

和

田

長

一

郎

電

二

四

一

四

一
一
川
口
、
神
山

永
町
十
一
一
、
十
一
一
一
一
一

米

川

粂

太

郎

電

五

O
六
O

岡
田
信
次
電
二
六
四
三
一
報
一
時
第
一
、
中
部
、
干
拓

永
町
十
四
、
髭
釜
町
十
の
一
一
一
一

大

貫

き

い

電

二

六

八

九

関

根

敬

電

四

五

八

九

一

古

宿

、

上

宿

、

荒

谷

、

浜

欠

永
町
十
五
の
一
、
十
五
の
二

第14回

の
問
題
で
困
り
事
が
あ
D
ま
し
た
ら
ご

遠
慮
な
く
民
生
委
員
に
相
談
し
て
下
さ

一
民
生
委
員
氏
名
担
当
区
域
は
次
の
と

去
る
八
月
一
日
民
生
委
員
定
数
の
改
一
お
り
で
す
o

正
に
よ
hu
従
来
一
一
一
十
名
だ
っ
た
民
生
委
一
民
生
委
員
一
児
童
委
員
名
簿

員
が
三
十
五
名
に
(
磯
浜
担
、
大
貫

6
、

一

昭

和

U
8
1現
在

一度海
5
)
と
な
り
、
地
級
住
民
の
た
め
一
O
磯
浜
地
区

更
に
き
め
こ
ま
か
な
福
祉
活
動
が
で
き
一
吉
川
賢
一
郎
電
二
O
O
五

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
o
生
活
困
難
、
一
明
神
町
一
、
一
一
、
三
の
上
1

一一一の

医
療
費
問
題
、
児
童
、
母
子
、
身
体
障
一
下

害
、
精
神
簿
弱
、
更
生
資
金
貸
付
な
ど
一
小
神
野
治
子
電

民
生
委
員
三
十
五
名
に

福
祉
活
動
更
に
充
実

S
R
S
F
C
5
5
3
5
9
3、h
b
o
s
s
N
G
S
S
5
5
5
S
N
G
e
s
s
o
s
宅、公。ミ為。守
xsqq
史xbq3xoecxbQ
守xoq叉
SS
おお
OQ
史お
ee
ぉ。史
N
S
R
ぉecQNSQqsee
おむ
CQNG
史ぷ
OCNGQ
父事

町

f
f
f
!
1
1
f
i
-
-
4
一
老
者
代
表
に
記
念
品
(
町
よ
り
「
は
き
一
た
案
内
接
待
に
あ
た
ら
れ
た
磯
浜
、
大
一
母
の
会
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

一

一

一

も

の

」

、

小

幡

県

議

よ

り

「

足

袋

L

、
一
賞
、
胃
呉
海
の
婦
人
会
皆
様
、
交
通
安
全
一
ま
す
o

山

帯

弘

一

一

若

い

芽

の

会

よ

り

「

孫

の

手

L

)

が
贈

…

骨

す

」

一

一

ら

れ

ま

し

た

o
ま
だ
、
八
十
歳
以
上
の

'ミ
'

+

J

一
一
方
一
一
六
O
名
に
は
、
町
と
県
の
敬
老
祝

!

一

:
h

-

w

・
4

↓

I
L
一
一
金
と
交
通
災
害
共
済
証
書
が
贈
ら
れ
ま

と

↓

葉

一

一

し

た

。

次

に

霊

視

訴

が

述

べ

ら

れ

式

'
'
↓

J
一
/
町
一
は
と
ど
こ
お
り
な
く
修
了
し
ま
し
た
0

2
4

を

一

一

十

時

主

義

芸

に

号

、

最

初

に

且

P

↓

h
F

由
一
目
出
度
い
席
で
行
う
一
海
老
一
一
一
神
楽
獅
子

ず

し

↓

と

ド

ソ

一

冨

が

雪

、

次

に

い

よ

く

お

待

ち

か

わ

日

畠

舗

一

一

ね

の

「

水

戸

裕

一

民

謡

シ

ョ

1
2

L
M
e
-
2
4
A
n
t
-
一
一
と
一
踊
h
u
で
舞
台
狭
し
と
豪
華
に
繰
広
げ

ま

壬

ト

コ

文

士

ら

れ

皆

ぎ

ん

は

し

ば

し

時

を

忘

れ

楽

し

日

投

つ
i

一
一
ま
れ
ま
し
た
。
正
午
か
ら
は
「
敬
老
の

O

事

唱

一

一

ど

自

慢

大

会

」

が

関

か

れ

、

お

じ

い

さ

司
、
U

吊

咽

一

月

刊

j
e
l
l
i
-
-
i一
一
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
元
気
な
方
々
が
自
慢

O

一
の
の
ど
を
彼
露
し
午
後
二
時
閉
会
い
た

1
2
ム

一

年
長
寿
章
フ
一
恒
例
の
敬
老
妻
去
る
一
し
ま
し
た
。

U
一
九
月
十
五
日
大
洗
茨
交
ピ
i
チ
バ
レ
ス
一
大
洗
町
の
最
高
齢
者
は
次
の
と
お
D

和
一
に
於
て
、
七
O
歳
以
上
の
方
一
、
二
八
一
で
す
。

昭
一
O
人
を
招
待
し
盛
大
に
挙
行
し
ま
し
た
ハ
一
山
形
た
き
さ
ん
九
七
歳
永
町

一
開
会
の
十
時
肘
に
は
会
場
は
超
満
員
の
盛
一
江
津
は
っ
さ
ん
九
六
歳
髭
釜
町

)
一
況
と
な
り
、
式
は
主
催
者
加
藤
町
長
一
橋
本
惣
太
郎
さ
ん
九
五
歳
寺
釜
町

内
こ
ら
お
祝
の
言
葉
と
町
の
老
人
福
祉
施
策
一
敬
老
会
に
寄
附
を
い
↑
み
ん
い
た
小
幡

に
つ
い
て
話
し
が
あ
り
、
続
い
て
、
敬
一
県
議
、
並
び
若
い
芽
の
会
の
方
々
、
ま

お

四
O
八
四

老
人
ホ
j
ム
か
ち
い
た
だ
く

苑
ぴ
ん

自
作
の
壷
、

水
戸
市
東
原
町
、
社
会
福
祉
法
人
養
一
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
う
な
が

護
老
人
ホ
1
ム
愛
友
園
(
園
長
山
口
曲
目
当
す
た
め
に
、
数
年
前
か
ら
焼
き
↑
も
の
の

の
皆
さ
ん
が
去
る
九
月
二
十
一
日
町
役
一
趣
味
賛
及
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
o
今

場
へ
お
い
で
下
さ
h
u
、
寄
附
の
お
礼
と
一
で
は
菌
内
に
窯
場
を
設
置
、
毎
日
老
人

し
て
自
分
遠
の
手
で
作
っ
た
立
派
な
登
、
一
が
焼
き
も
の
に
い
そ
し
み
土
の
選
定
、

花
び
ん
、
灰
皿
、
約
一
二
十
点
を
寄
贈
さ
一
形
造
り
、
素
焼
、
仕
上
ま
で
一
還
し
た

れ
ま
し
た
o
早
速
、
町
長
室
、
各
課
の
一
作
業
が
で
き
水
戸
市
民
美
術
展
に
出
品

机
上
に
色
彩
重
か
で
素
朴
な
感
じ
の
品
一
す
る
立
派
な
作
品
を
生
み
出
す
よ
う
に

々
を
飾
D
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
一
な
り
ま
し
た
o

た

。

一

間

関

に

は

大

洗

町

か

ら

十

名

入

国

し

愛
友
関
で
は
、
山
口
園
長
の
指
導
で
一
て
お
D
、
前
回
の
町
報
で
一
紹
介
し
た
魚

こ
も
り
が
ち
韮
古
人
の
園
生
活
に
は
り
一
忠
さ
ん
の
善
意
の
こ
も
っ
た
贈
り
も
の

あ
い
を
も
た
せ
、
ま
た
自
分
違
も
社
会
一
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
o



川
崎
機
議
備

「
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
」

第61号

国
民
健
康
保
険
で
診
療
を
受
け
る

と
き
は
、
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
と
き
、
前
理

一
一
祭
へ
届
出
脅
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

一
一
問
医
院
の
窓
口
と
役
場
国
保
係
へ
連
絡

一
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
『
第
三
者
の
行

一
為
に
よ
る
傷
害
届
』
を
し
な
け
れ
ば
な

一
り
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
た

一
と
き
は
、
加
害
者
が
支
払
は
な
け
れ
ば

一
な
ら
な
い
医
療
費
を
園
保
が
代
っ
て
支

一
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
加

一
害
者
に
立
替
え
て
支
払
っ
た
損
害
金

一
(
医
療
費
〉
t
L
つ
い
て
の
自
動
車
損
害
賠

一
償
保
険
請
求
等
の
権
利
は
、
国
保
が
被

一
害
者
に
か
わ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
に
な

一
り
ま
す
。

ら
一
事
故
で
反
師
の
診
療
を
受
け
る
と
き
、

一
窓
口
で
「
保
険
で
は
か
か
れ
ま
せ
ん
し

-
〉
一
と
い
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
通

園

d
一
事
故
の
医
療
費
は
当
然
加
害
者
が
支
払

一
う
も
の
(
臼
賠
法
が
あ
る
か
ら
)
と
い

い
口
一
う
考
え
か
ら
で
す
。
加
筈
者
と
被
竜
門
者

司
・
が
充
分
話
し
ん
げ
っ
て
解
決
出
来
れ
ば
、

国
保
と
関
係
な
く
医
師
の
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
一
番
望
ま
し
く
ま
た
そ
れ
が

原
則
で
す
。

L九お昭和47年10月30日

被
保
険
者
証
を
提
示

で

き

な

い

と

き

は

緊
急
の
と
き
、
保
険
証
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
と
き
は
、
国
保
係
に
連
絡
を

取
り
確
認
し
て
も
ら
い
、
あ
と
で
保
険

証
を
医
師
の
窓
口
へ
出
来
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
下
さ
い
。

届
出
前
に
示
談

し

な

い

こ

と

示
談
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の
問
で

話
し
合
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
被
害
者
が
国
保
を
使
っ
た
と
き
は

示
談
前
に
役
場
国
保
係
に
相
談
し
て
下

さ
い
。
相
談
な
く
示
談
し
た
場
合
は
、

被
告
向
者
が
不
利
益
を
受
け
る
揚
ム
げ
が
あ

り
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。

異
動
の
届
出
は
早
く

一
転
出
入
、
出
生
、
死
亡
、
社
会
保
険

加
入
、
離
脱
な
ど
異
動
が
あ
り
ま
し
た

ら
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
よ
役
場
の

窓
口
に
早
急
に
届
出
を
し
て
下
さ

γr

な
お
、
社
会
保
険
加
入
の
と
き
は
社
会

保
険
の
保
険
証
を
、
離
脱
の
と
き
は
、

会
社
等
の
退
職
証
明
来
あ
わ
せ
て
御
持

参
下
さ
い
。

妊
娠
届
を
提
出
す
る
と
き
は
、
医
師

又
は
助
産
婦
の
証
明
と
、
国
保
の
保
険

証
を
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

医
療
手
当
金
の

受
領
は
指
定
日
に

町
で
は
、
老
令
者
医
療
手
当
金
、
妊

産
婦
医
療
手
当
金
の
支
給
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
支
給
指
定
期
日
に
受
領

さ
れ
な
い
方
が
多
く
事
務
処
理
上
非
常

に
困
惑
し
て
お
り
ま
す
。
支
給
通
知
書

ヂ
確
認
し
、
支
給
指
定
期
日
に
は
、
同

通
知
書
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
必
ず
受

取
っ
て
下
さ
い
。

「
日
曜
日
の

急
病
の
と
き
は
」

従
来
実
施
し
て
い
た
日
曜
日
の
夜

十
時
か
ら
翌
朝
六
時
ま
で
の
深
夜
診

療
は
、
都
合
に
よ
D
一
時
中
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

十
月
か
ら
は
日
曜
日
の
夜
、
急
病
人

が
出
た
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
先

生
に
連
絡
す
る
か
、
又
は
大
洗
海
岸

病
院
へ
行
け
ば
診
療
を
受
け
ら
れ
ま

す。

学
童
期
の
精
神
衛
生
衛
生
の
具
体
的
な
対
策
と
、
活
動
が
要

児
童
は
乳
幼
児
期
に
吸
収
し
た
知
請
さ
れ
る
わ
け
で
す
o

識
の
欲
求
や
感
動
の
新
鮮
さ
を
保
ち
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
早
期
に
発
見

な
が
ら
、
外
か
ら
の
刺
戦
に
対
し
て
し
、
適
正
な
治
療
と
指
導
が
呂
田
も
重

は
敏
感
に
反
応
し
好
き
嫌
い
も
は
っ
婆
な
こ
七
で
す
。
身
体
的
な
欠
陥
や

き
り
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
環
境
の
不
調
和
、
俗
悪
な
環
境
に
よ

人
や
支
え
に
吾
一
一
一
尚
一
葉
の
連
発
の
中
か
ら
る
影
響
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
不
安

知
識
を
ふ
や
し
て
ま
い
り
ま
す
。
定
な
惑
い
環
境
に
耐
え
、
う
ち
勝
っ

こ
う
い
う
生
活
か
ら
新
し
い
集
団
の
だ
け
の
精
神
鍛
錬
や
、
も
の
ご
と
を

あ
き
ず
に
な
し
と
げ
る
耐
久
力
、
ま

セ
お
互
の
立
場
を
理
解
し
、
調
和

し
あ
え
る
心
の
養
成
も
考
え
な
け
れ
一

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
学
童

期
の
精
神
衛
生
対
策
は
広
い
領
域
を

も
っ
て
お
D
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校

教
育
の
み
の
問
題
と
せ
ず
家
庭
と
社

ム
扇
境
を
含
め
て
考
え
て
行
く
こ
と

で
す
。

町営汐見ヶ丘住宅

建築工事順調に進む・...

心
の
健
康
を
求
め
て
(
そ
の
圏
)

中
に
入
h
u
、
家
族
以
外
の
人
達
(
先

生
友
達
)
や
学
持
策
境
と
の
関
係
争
}

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
o

運
動
能
力
も
思
考
能
力
も
判
断
能
力

も
し
だ
い
に
増
し
て
く
る
だ
け
に
精

神
衛
生
の
問
題
は
新
た
な
段
階
と
し

て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学

童
期
の
心
の
健
康
を
求
め
る
に
は
、

教
育
と
の
深
い
つ
な
が
D
の
中
で
考

え
る
こ
と
で
す
o
そ
こ
で
学
校
精
神

老
人
実
態
調
査
ま
と
ま
る

ひ
と
り
暮
し
老
人
:
:
:
:
一
二
八
人

ね
た
き
り
老
人
-
j
i
-
-
:
・
=
二
人

愛
の
ブ
ザ

l
希
望
者
全
員
に
年
内
設
置
予
定
/

間中学校給食室

町では住宅不足の問題に対処するため、年次計画をた

てて建設にあたっていますが、目下47年度事業主して汐

見ヶ丘に11戸の町営住宅を建設しています。完成予定は

12月中旬で年内入居を目標に11月には新規入居者の申込

受付を行なう予定です。

は
考
え
た
い
七
λ
、
は
い
h
y
た
く
な
い

百
二
十
一
人
で
、
こ
の
理
由
は
、
い
ま

住
ん
で
い
る
唱
を
離
れ
た
く
な
い
五
十

四
人
、
自
分
の
力
で
暮
す
、
気
楽
だ
ら

ら
な
ど
六
七
人
で
し
た
。

O
日
常
生
活
で
ほ
し
い
も
の
こ
の
委
員
会
の
仕
事
は
、

冷
蔵
庫
、
一
扇
風
機
、
電
気
コ
タ
ツ
、
一
の
幼
児
や
児
童
生
徒
な
ど
司

テ
レ
ビ
、
電
話
な
ど
家
庭
電
気
製
品
を
書
官
に
よ

D
教
育
上
特
別
な
皿

希
望
す
る
人
が
七
十
三
人
お
h
u
ま
し
た
4
と
す
る
人
達
の
た
め
に
、
ー

ま
た
、
愛
の
ブ
ザ
1
(救
急
の
場
合
一
程
度
に
応
じ
た
教
育
が
受
日

間
桝
家
へ
の
呼
び
リ
ン
)
ぞ
希
望
す
る
方
一
う
判
別
と
就
学
指
導
あ
る
い

三
十
三
人
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
五
人
あ
り
一
難
な
人
の
就
学
猶
予
、
免
除
等
の
措
霞

町
で
は
希
望
者
全
員
に
対
し
年
内
に
は
一
巻
行
な
う
も
の
で
す
o

設
置
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
こ
と
一
委
員
は
専
問
医
二
名
、
学
識
訴

に
な
D
ま
し
た
o

一
一
名
、
学
校
側
四
名
、
関
係
行
酌

O
民
生
委
員
の
意
見
と
し
て
一
側
一
一
一
名
の
計
十
名
の
方
々
で
す
。

こ
の
ま
ま
の
生
活
環
境
で
よ
い
、
ま

た
は
、
普
通
が
九
十
五
人
(
七
O
%
)

や
や
悪
い
十
七
「
八
十
石
市
点
、
悪
い
十
六

人
十
五
%
で
、
う
ち
老
人
ホ
i
ム
ヘ
入

所
さ
せ
だ
方
が
よ
い
と
思
う
が
十
人
お

h
u
ま
し
た
。

接言そ官毒自警52喜男25罪主
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大
洗
町
に
は
「
ひ
と
D
暮
し
老
人
一
一
神
経
痛
、
胃
腸
病
、
心
臓
病
の
願
で
し
一
O
老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
状
況

は
百
二
十
八
人
(
男
二
十
九
人
一
一
一
一
%
一
た
。
一
加
入
し
て
い
る
二
十
八
人
一
一
一
一
%

女
九
十
九
人
七
八
%
)
で
町
の
六
十
歳
一
急
病
に
な
っ
た
時
の
介
護
者
は
)
親
族
一
加
入
し
て
い
な
い
人
一

0
0人
七
八
%

以
上
の
人
口
二
千
七
百
九
十
七
人
の
四
一
七
十
三
人
五
七
%
、
近
所
の
人
同
十
人
一
と
な
っ
て
お
り
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
は

に
ハ
%
に
あ
た
D
、
こ
れ
は
老
人
百
人
に
一
二
二
%
、
な
い
、
十
一
人
十
二
%
で
あ
一
特
に
善
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
し
約
五
人
の
割
合
で
あ
り
県
平
均
の
一

b
、
長
期
療
養
と
な
る
と
約
半
数
の
人
一
O
余
暇
の
す
ご
し
方

二
人
(
一
、
九
%
)
に
凶
べ
る
と
一
一
、
五
京
露
の
介
護
者
が
無
く
困
窮
す
る
実
一
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
六
十
一
人
、
近

傍
の
実
情
で
す
。
ま
た
、
年
齢
別
に
み
一
情
で
す
。
一
所
で
お
茶
の
み
六
十
一
一
一
人
の
二
つ
に
わ

る
と
六
十
代
が
六
十
九
人
五
四
%
、
七
一
O
日
常
生
活
に
つ
い
て
忘
れ
、
そ
の
他
散
歩
、
妻
耳
、
読
書
な

O
代
が
三
十
四
人
二
七
%
、
八
十
代
一
二
食
事
の
回
数
は
、
一
旦
一
回
た
べ
る
一
ど
が
あ
D
ま
し
た
。

十
五
人
十
九
%
で
、
七
十
歳
以
上
の
高
一
九
十
八
人
、
二
回
二
十
四
人
、
一
回
一
一
O
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
つ
い
て

齢
者
が
約
半
数
を
一
示
め
、
し
か
も
ひ
と
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
員
が
自
分
で
作
一
家
庭
奉
仕
員
の
訪
問
や
受
け
て
い
る

六
月
一
日
現
在
を
も
っ
て
民
生
委
員
一
査
を
行
な
い
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
一

D
暮
し
の
率
が
高
く
な
っ
て
ゆ
く
実
態
一
っ
て
食
事
し
て
い
ま
す
o

一
方
四
人
、
受
け
た
い
一
人
で
大
部
分
の

が
町
内
の
六
十
歳
以
上
の
、
ひ
と
量
一
し
た
。
一
で
号
、
町
議
会
持
政
の
上
で
一
入
浴
回
数
は
、
毎
日
と
一
日
お
き
が
一
人
が
奉
仕
員
草
案
望
し
ま
せ
ん
で

し
老
人
及
び
ね
た
き
り
老
人
の
実
態
調
一
O
ひ
と
り
暮
し
老
人
に
つ
い
て
一
今
後
と
く
に
璽
惑
す
べ
き
v
」
と
だ
と
思
一
九
十
人
で
、
ま
た
、
自
宅
の
風
呂
と
公
一
し
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
日
常
生
活
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一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
主
主
=
三
=
=
一
一
一
い
ま
す
。
一
象
浴
場
ぞ
利
用
す
る
人
は
約
半
数
で
し
一
に
支
障
な
し
、
手
助
け
を
し
て
く
れ
る

こ
の
た
め
町
で
は

n
大

賞

字

出

口

か

一

O

生

活

す

る

た

め

の

版

入

に

つ

い

て

言

。

一

人

が

い

る

な

ど

で

す

o

む
日
間
日
野
町
内
計
七
南
中
学
校
給
食
室
完
成
一
送
時
持
-
H
E
u
r向島町下日間苦叶八人一。枝川川河研究白川町来

韓

日

韓

日

韓

日

聾

童

林

省

に

働

き

か

け

て

き

ま

し

た

が

一

金

等

一

一

一

十

三

人

二

六

%

。

;

保

護

二

一

f
1
i
i
i
i
i
i
|
i
i
1
1品i目

榊盟榊榊酔酔y

日日ι町詰り持問軒一

吋榊叩…榊欄蹴一蜘蜘一司弓司清は
hド

rr行山凶μ日叩λ品パは詰吋詰詩問野官灯釘軒U齢
町

軒

じ

江

訂

民

山

肘

U引k持日問鰐M限町訴吋郁配引飢U軒日訂恥れ引リ引)二一
U
U幻訂U
U口ハ“詰リ封釘引い訂れ釘ドれ七軒U町目U口日計訂U
U竹
吋
。
一
目
標
額
五
十
六
万
円

晶
鉢
霊
脚
撃
韓
輸
問
陣
一
は
税
雲
金
の
2一部署を量農襲漁村控に還勇一元元苧

z
す

Zる
戸

完

芸

刀

琵

成

い

た

し

ま

し

た

。

一

子

供

が

い

な

い

三

十

六

人

七

%

一

時
輪
銅
明
m
部

劇

聞

こ

と

を

目

的

に

制

罪

さ

れ

た

道

路

の

竣

工

に

よ

D
、
学
校
給
食
が
充
実
さ
一
子
供
の
仕
事
の
都
合
一
二
十
問
人
二
七
%
一
全
国
一
斉
に
十
月
百
か
ら
赤
い
羽
一
人
ホ
l
ム
、
保
育
園
、
精
薄
児
施
設
、

浦

朝

識

調

関

整

備

事

業

で

事

業

費

の

剖

%

が

問

、

県

れ

給

食

室

じ

て

生

徒

の

体

位

向

上

が

一

気

楽

だ

か

ら

等

二

十

冗

人

一

4

十
%
と
な
一
様
共
同
募
金
運
動
が
は
じ
ま

D
ま
し
た
斗
養
護
縮
撃
)
へ
配
分
す
る
こ
と
に
な

事

噂

痛

の

繍

助

金

で

ま

か

な

わ

れ

、

警

の

却

達

せ

ら

れ

ま

す

。

一

っ

て

昔

、

そ

の

ほ

か

、

家

が

狭

い

、

一

町

内

会

長

は

じ

め

町

民

皆

様

か

ら

票

時

岬

明

喝

関

，

U

%

を

町

で

負

担

し

、

県

営

で

行

な

わ

れ

工

事

の

内

容

は

左

普

通

り

で

す

。

妄

族

と

の

折

合

が

悪

い

、

門

分

の

仕

事

一

い

言

力

を

い

た

だ

い

厚

く

お

礼

申

し

畠

嚇

想

議

議

共

る

事

業

で

す

。

現

在

の

道

筋

状

況

は

立

鉄

骨

平

家

建

一

O

O

平

方

米

一

の

都

合

上

な

ど

深

刻

な

理

由

で

や

む

な

一

あ

げ

ま

す

。

今

年

の

目

標

額

は

、

五

i
t
-
-

地

、

利

用

度

の

面

か

ら

も

町

の

産

業

幹

調

理

室

、

配

膳

室

、

前

室

、

食

品

庫

一

く

ひ

と

り

で

由

拝

し

て

い

る

人

も

あ

り

ま

一

六

四

、

四

0
0円
で
昨
年
よ
り
七
九
、

曲

扉

線

路

で

あ

る

に

も

か

L
わ

ら

ず

道

路

巾

休

憩

室

王

。

一

七

0
0円
事
足
っ
て
お
り
、
現
在

，

が

非

常

に

せ

ま

く

農

作

業

に

、

運

搬

に

総

エ

事

費

五

、

五

九

九

千

円

一

↓

O

健

康

に

つ

い

て

一

運

動

期

間

中

で

す

か

ら

よ

ろ

し

く

お

願

農
業
の
近
代
化
は
今
日
著
し
く
す
よ
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
一
日
も
早
く

O
建
築
工
事
四
、
八
O
O
千
円
一
じ
よ
う
ぷ
同
十
四
人
三
四
%
、
普
通
一
い
申
上
げ
ま
す
。

み、

ζ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
農
道
の
↑
完
成
さ
れ
る
こ
と
が
待
ち
望
ふ
ま
れ
て
い

O
附
帯
工
事
一
豆
九
千
円
一
四
十
人
一
一
一
一
%
、
病
弱
同
十
一
人
一
一
一
一
一
集
り
ま
し
た
募
金
は
、
県
共
同
募
金

拡
充
整
備
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
ま
す

o

O

設
備
工
事
五
四
O
千
円
一
%
で
あ
D
、
病
気
の
種
績
は
、
高
血
圧
、
一
会
を
通
じ
、
民
間
一
社
会
福
祉
施
設
(
老

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
特
に
、

寸
ね
た
き
D
老
人
」
の
た
め
、
ふ
と
ん

乾
燥
自
動
車
一
二
台
壱
購
入
し
県
内
を
巡

回
無
料
サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
に
な
D
ま

し
た
o

皆
様
の
ご
ご
協
力
巻
切
に
お
願
い
申

あ
げ
ま
す
o

日
赤
募
金
御
礼

目
標
を
大
き
く
達
成

五
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た
日
本
赤
十
一
と
が
で
き
ま
し
た
o

字
募
金
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
長
、
班
一
目
標
顔
一
一
一
九
四
、
四
O
O
円

長
及
び
町
民
皆
様
の
ご
理
解
あ
る
ご
協
一
達
成
顔
六
一
一
一
一
、
七
八
五
円

力
に
よ
れ
J

、

次

の

好

成

績

を

挙

げ

る

こ

一

率

一

五

六

%

心
身
障
害
見
判
別

委
員
会
を
設
置

判
別
と
就
学
指
導
を
適
正
化

、
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(沼

C
・
m・
-
現
在
)

今
年
か
ら
募
金
の
領
収
が
十
年
間
記

載
で
き
る
カ
I
ド
式
ー
と
な
り
、
今
後
は

毎
年
こ
の
カ
i
ド
ぞ
時
経
理
保
存
し
ま
す

募
金
の
合
計
額
が
日
赤
社
員
褒
章
規
定

に
あ
て
は
ま
れ
ば
直
ち
に
日
赤
本
社
へ

上
申
し
褒
章
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
い

た
し
ま
す
o
ま
だ
、
募
金
額
三
O
O
円

以
上
の
方
に
は
近
日
中
に
円
赤
社
員
章

(
門
標
ア
ル
ミ
製
)
を
送
付
い
た
し
ま

す。
な
お
、
未
整
浬
の
町
内
が
若
干
あ
り

ま
す
の
で
早
急
に
整
理
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

こ
こ
に
日
赤
募
金
に
つ
い
て
ご
報
告

か
た
が
た
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
o
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